
この伊和辞典の使い方

見出し語
risi, riso烏→ridere 89

il riso羽牡リーゾ旭ソ葦乙男 厩複 le risa浦笑い
il riso迂牡リーゾ旭ソ葦乙男 米阿葵植茜イネ
● riso alla cantonese チャーハン
carta di riso 和紙

哀太い字でアルファベット順に並んでいます亜

哀同じ綴りでも語源の違うもの唖または語源が同

じでも語義が著しく異なる語は別の見出しとし唖

その右肩に番号をつけて区別しました亜

最重要語姶約400語逢

重要語姶約1300語逢

発 音

ilbosco 牡ボスコ乙男 厩複 boschi浦
訓森唖森林阿林

importante
牡impor�tante

インポルタンテ乙形

訓重要な唖大事な唖貴重な

哀見出し語にはカタカナ発音をつけました亜動詞

の活用形見出しや名詞唖形容詞の変化形見出し

を除きます亜

哀最重要語には IPA 姶国際音声記号逢も表示して

います亜

性数の変化哀動詞の活用

ilcapoluogo 牡カポルオーゴ乙男 厩複 capo-
luoghi, capiluoghi浦州都阿県庁所在地

venire
牡ve�nire ヴェニーレ乙 127 自

姶助動 essere逢

直説法現在

io vengo noi veniamo

tu vieni voi venite

lui愛lei viene loro vengono
過分 venuto ジェルンディオ venendo

piovere
牡�pjɔvere ピ オ ー ヴ ェ レ乙

78 非人称 姶助動 essere愛
avere逢雨が降る阿雨漏りする

哀変化が不規則なものや唖注意する必要のあるも

のを 厩 浦で示しました亜アクセントのある母

音字は色付きで表示しています亜

哀特に重要な変化についてはコラムでまとめまし

た亜

哀不規則な変化をする動詞には唖付録の易動詞変

化表椅に対応する番号を示しました亜

哀動詞の複合時制で助動詞として essere をと
る自動詞には 姶助動 essere逢唖essere と ave-
re の両方をとる自動詞には 姶助動 essere愛
avere逢を表示しました亜avere をとる自動詞
と全ての他動詞には特に 姶助動 avere逢と表示
していません亜

品 詞 burlare 牡ブルラーレ乙他

をからかう唖ちゃかす

因 burlare 自 ふざける

因 burlarsi 再 臼di, を渦からかう唖ちゃ

かす阿笑い飛ばす

哀品詞哀性数などをロゴで表示しました亜

哀多品詞の語について唖二つ目以降の品詞の説明

は 因 から始まります亜

専門分野唖借用関係唖使用地域唖スピーチレ

ベル

l’asma 牡アズマ乙女唖男 厩単数のみ浦

葵医茜喘姶ぜん逢息

ilcarillon 牡カリヨン乙男 厩不変浦

葵仏茜オルゴール

vabbè 牡ヴァッベ乙恩口温Va bene. の省略形

哀語義の専門分野を 葵 茜で示しました亜

哀借用語の元の言語名を 葵 茜で示しました亜

哀地方語として使われている語には唖使用地域を

葵 茜内で示しました亜

哀恩 温内にスピーチレベルを示しました亜
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語 義per 牡per ペル乙前

Ⅰ厩方向哀目的浦…姶のため唖まで逢に唖…へ

Ⅱ厩原因浦…のために唖…ゆえ

Ⅲ厩手段哀様式浦…によって唖…を用いて

Ⅳ厩時間哀空間浦…にわたって

Ⅴ厩配分浦…につき

Ⅵ厩限定浦…については

Ⅶ厩資格哀特性浦…と姶して逢

Ⅰ厩方向哀目的浦…姶のため唖まで逢に唖…へ

訓厩目的地浦…に向けて唖…行きの
● il treno per l’aeroporto 空港行きの列車
群厩目的浦姶a逢…のために唖…を求めて
●viaggio per turismo 観光旅行
姶b逢厩不定詞とともに浦…するために
●macchina per cucire ミシン

哀重要な語義は赤字で示しました亜

哀訓群軍… のように語義を分けて記述しまし

た亜

哀これよりも小さな区分は 姶a逢, 姶b逢, 姶c逢や ；

を用いて分け唖大きい区分は Ⅰ Ⅱ Ⅲ を用いて

表しました亜

哀語義が多い語についてはコラムでまとめまし

た亜

哀姶 逢で語義の補足説明をしました亜

哀厩 浦内には唖語法哀文法的な説明を入れまし

た亜

哀臼 渦内に見出し語と共起する前置詞を示しま

した亜

例 文intorno 牡イントルノ乙副

a, di, da を前置することがある亜

周囲で旭に唖を葦唖周辺で旭に唖を葦
●qui intorno このあたりで
intorno a ... 訓…の周囲で唖…の周りに唖

…の周りを ●girare intorno al mondo
世界を一周する 群厩概数浦約唖およそ…
● intorno alle dieci 10時頃に
軍…に関して

哀用例の開始は ● で示しました亜

哀用例中の見出しや成句に対応する部分はイタリ

ック体で示しました亜

成 句

哀成句は太字のイタリック体で示しました亜

哀多義の成句は 訓群軍… のように区分しま

した亜

哀スモールキャピタルの PROPRIO や SÉ は実際

には文中の主語に応じて tuo や me などに変
わります亜

lasciare cuocere ... nel PROPRIO brodo

姶結果はどうあれ逢…に勝手にやらせておく

コラム
別れの挨拶

別れの挨拶をする場合唖親しい友人なら Ciao.

だけでもよいが唖Arrivederci. がフォーマル

な表現である亜ArrivederLa. は唖Lei を用い
た相手と距離を置いた表現となる亜

Vieni?―Volentieri!
来るかい?―喜んで!

哀イタリアの文化やイタリア語の表現に関する情

報をコラムとして掲載しました亜

哀会話でよく用いられる表現や決まり文句をコラ

ム内に表示しています亜
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B b

la姶il逢B, b 牡ビ乙女唖男 訓姶イタリア語アルファ

ベットの逢2番目の字母 ●B come Bolo-
gna 厩符丁浦ボローニャのB 群葵音茜ロ音

ilbabbo 牡バッボ乙男 恩口温父唖親父唖パパ
●Babbo Natale サンタクロース
pagare a babbo morto 姶借金の返済を延期
する時に逢遺産が入れば返済する

il姶la逢baby 牡ベビ乙男女 厩不変浦
葵英茜恩謔温赤ん坊唖子供阿姶少女哀少年に対して
ふざけて逢かわいこちゃん唖坊や

il姶la逢baby-sitter 牡ベビスィッテル乙男女 厩不変浦
葵英茜ベビーシッター

labacca 牡バッカ乙女 厩複 bacche浦
小さな丸い実阿ベリー

ilbaccalà 牡バッカラ乙男
塩漬けの干鱈姶ひだら逢阿棒鱈

labacchetta 牡バッケッタ乙女
細い杖姶つえ逢旭棒葦阿指揮棒阿厩複数で浦箸姶はし逢
comandare a bacchetta 絶対服従させる
bacchettare 牡バッケッターレ乙他
棒で叩く

ilbacco 牡バッコ乙男 厩不変浦
姶Bacco逢葵ロ神茜バッコス姶酒の神逢

per bacco俺perbacco おやまあ唖とんでも
ない

labacheca 牡バケーカ乙女 厩複 bacheche浦
陳列ケース唖ショーケース阿掲示板

baciare 牡バチャーレ乙他 厩io bacio浦
にキスする ●L’ha baciata sulla fronte.
彼旭彼女葦は彼女の額に口づけをした亜

baciare la terra 平伏する
因 baciarsi 再 キスを交わし合う

labacinella 牡バチネッラ乙女 洗面器
ilbacino烏牡バチーノ乙男
訓水ばち唖たらい
群ため池唖貯水池
軍葵地質茜盆地阿葵地質茜鉱床
郡姶川の逢流域
●bacino di utenza 姶通学哀通院哀配達などの逢
区域

ilbacino羽牡バチーノ乙男 軽い接吻姶ぷん逢
ilbacio 牡バ ー チ ョ乙男 訓キス唖接吻姶ぷ ん逢

●Ti mando tanti baci. 厩手紙などの結語浦
たくさんのキスを君に亜

群姶Baci逢葵商標茜バーチ姶へーゼルナッツ入り
のチョコレートの商品名逢

al bacio 見事な唖完璧な出来の
ilbacione 牡バチョーネ乙男 熱い口づけ
●Un bacione. 大きなキスを君に亜

ilbaco 牡バーコ乙男 厩複 bachi浦
姶チョウやガの逢幼虫 ●baco da seta 蚕

labada 牡バーダ乙女 厩次の成句で浦

tenere a bada ... 姶人逢を見張る唖監視する
badare 牡バダーレ乙自
訓姶a逢臼a, に渦注意する
●Bada al gradino! 段差に気をつけて
姶b逢〈badare di 姶non逢不定詞 〉 …する旭し
ない葦ように用心する ●Bada di essere
puntuale! くれぐれも遅れないように!
群臼a, の渦世話をする
●badare ai bambini 子供の面倒を見る
因 badare 他

を見張る唖管理する唖世話をする

Bada ai fatti tuoi! 大きなお世話だ亜
俺君の知ったことか亜

i baffi 牡バッフィ乙男 姶複逢口ひげ阿姶動物の逢ひげ
coi baffi 素晴らしい唖とびきりの
... da leccarsi i baffi 姶舌鼓を打つほど逢とて
もおいしい…

ridere sotto i baffi ほくそ笑む阿こっそり
笑う

ilbagagliaio 牡バガッリアイオ乙男
訓荷物入れ阿姶車の逢トランク
群姶列車の逢荷物車

ilbagaglio 牡バガッリォ乙男 荷物
●bagaglio a mano 手荷物
●deposito bagagli 手荷物預かり所
bagnare 牡バニャーレ乙他
訓 を濡姶ぬ逢らす唖湿らす阿に水をかける
●Ho bagnato le scarpe e i pantaloni.
靴もズボンも濡らしてしまった亜
●bagnare i fiori 花に水をやる
群浸す唖漬ける ●bagnare il pane nel
latte パンを牛乳に浸す
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軍姶川が逢流れる阿姶海が逢接する ●La Senna
bagna Parigi. セーヌ川はパリを流れる亜

因 bagnarsi 再 濡れる ●Come hai
fatto a bagnarti così? どうしてそんなに
濡れたの亜 ●bagnarsi la gola 旭bocca,
lingua葦姶酒で逢喉を潤す

labagnata 牡バニャータ乙女 ざっと濡姶ぬ逢らす
こと阿濡れること ●dare una bagnata
ai fiori 花にざっと水をやる

bagnato 牡バニャート乙形 濡姶ぬ逢れた
●Siete tutti bagnati 君たち唖ずぶ濡れじゃ
ないか!

ilbagno 牡�baɲɲo バーニョ乙男

訓入浴唖風呂阿水浴唖海水浴
● fare il bagno 風呂に入る唖海水浴をする
●costume da bagno 水着
群浴室阿トイレ阿洗面所
●andare al 旭in葦bagno トイレ旭浴室葦に行く
軍厩複数で浦浴場阿温泉阿海水浴場
●bagni di Casciana カシャーナ温泉
郡姶体を逢浸す旭さらす葦こと
●bagno di sole 日光浴
bagno di sangue 皆殺し唖虐殺
bagno di folla 姶有名人が逢群集に熱狂的に
迎えられること

mettere 旭tenere葦a bagno 浸す唖ぬらす

●Mettete a bagno i porcini secchi. 乾
燥ポルチーニを水で戻してください亜

labaionetta 牡バイオネッタ乙女 銃剣
labaita 牡バイタ乙女 山小屋

balbettare 牡バルベッターレ乙自
訓どもる唖口ごもる 群たどたどしく話す
因 balbettare 他 をどもりながら言う

ilbalcone 牡バルコーネ乙男 バルコニー
labaldoria 牡バルドーリア乙女 お祭り騒ぎ唖酒
宴 ● fare baldoria 大騒ぎをする

labalena 牡バレーナ乙女
訓葵動茜クジラ 群太った女性

labalestra 牡バレストラ乙女 姶古代の逢石弓
labalia 牡バーリア乙女 乳母阿里親
laballa 牡バッラ乙女
訓大包み唖大束姶たば逢
群嘘唖ほら

ballare 牡bal�lare バッラーレ乙自

訓踊る 類義 danzare
●Ho ballato con lei per tutta la serata.
私は一晩中彼女と踊った亜

群小躍りする唖動き回る
類義 saltare, saltellare

●Lui ballava dal nervosismo. 彼はいら
いらして動き回っていた亜

軍ぐらぐらする
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●Mi balla un dente. 歯がぐらついている亜
郡姶服などのサイズが逢だぶだぶする
●Sono dimagrito ed ora il vestito bal-
la. やせたので服がだぶつく亜

因 ballare 他 を踊る
●ballare il flamenco フラメンコを踊る
far ballare ... …を言いなりにさせる
● Il padrone fa ballare i propri dipen-
denti. 経営者は従業員を酷使するものだ亜

Ora si balla! さあ唖ここが核心旭難
関葦だ亜

ilballerino, laballerina 牡バ ッ レ リ ー ノ唖
ナ乙男唖女 舞踏家唖ダンサー阿バレリーナ

因 ballerino 形 踊る阿ゆらゆらする
ilballetto 牡バッレット乙男
訓バレエ阿バレエ団 群葵音茜バレエ曲

ilballo 牡バッロ乙男
訓踊り唖ダンス
群ダンスパーティー
軍姶乗り物の逢揺れ

essere in ballo 巻き込まれる
tirare in ballo ... …を巻き込む
balsamico 牡バルサミコ乙形 厩女 balsami-
ca唖男複 balsamici唖女複 balsamiche浦
訓バルサムの
●aceto balsamico バルサミコ酢
群よい香りの阿姶空気が逢澄んだ

ilbalsamo 牡バルサモ乙男
ヘアーコンディショナー

balzare 牡バルツァーレ乙自 姶助動 essere逢
訓飛び上がる唖飛び越える
群姶胸が逢踊る唖姶心臓が逢激しく打つ
軍突如心に浮かぶ

ilbalzo烏牡バルツォ乙男
姶ボールの逢バウンド唖跳ね返り阿跳躍

cogliere 旭prendere葦la palla al balzo チ
ャンスを活かす姶跳ねているボールをつかむ逢

bambina →bambino

labambinaia 牡バンビナイア乙女
子守阿子供の養育係

ilbambino, labambina
牡bam�bino, -na バンビーノ唖ナ乙男唖女

訓子供
姶a逢厩一般的に浦姶8歳ぐらいまでの逢子供
●educare un bambino 子供を教育する
姶b逢厩特に複数で浦姶息子唖娘の意味で逢子供
●Hanno tre bambini. 彼らには3人の子供

がいる亜

群姶Gesù Bambino逢幼子イエス

aspettare un bambino 妊娠している
da bambino 子供の頃阿子供用の
因 bambino 形 幼い唖未熟な

labambola 牡バンボラ乙女
訓人形
群姶美しいだけで愛嬌姶きょう逢のない逢女性

banale 牡バナーレ乙形 平凡な
labanana 牡バナーナ乙女
訓バナナ
群バナナ型のロールパン

labanca
牡�banka バンカ乙女

厩複 banche浦
訓銀行
●aprire un conto 姶corrente逢in banca
銀行に口座を開く

●biglietto di banca 銀行券唖紙幣
● lavorare in banca 銀行で働く
群貯蔵所
●banca dati データバンク
●banca degli occhi アイバンク
●banca del sangue 血液銀行

labancarella 牡バンカレッラ乙女
姶露店商の逢屋台阿陳列台

bancario 牡バンカーリオ乙形
銀行の唖金融の
因 ilbancario, labancaria 男唖女

銀行員
ilbanchetto 牡バンケット乙男
訓宴会唖祝宴 群姶露店商の逢屋台

ilbanchiere, labanchiera 牡バンキエー
レ唖ラ乙男唖女

銀行のオーナー旭幹部葦唖銀行の大株主
labanchina 牡バンキーナ乙女
訓波止場唖埠頭姶ふとう逢
群姶駅の逢プラットホーム
軍路肩

ilbanco 牡バンコ乙男 厩複 banchi浦
訓姶商店などの逢カウンター阿陳列台
●consumare al banco カウンターで姶立っ
て逢飲食する

群姶教室や教会などの腰掛け付き逢机阿姶議会や
裁判所の逢席
軍作業台 ●banco da lavoro 仕事台
郡銀行

ilbancomat 牡バンコマット乙男 厩不変浦現金
自動支払機唖ATM ●prelevare i soldi al
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bancomat ATM でお金を引き出す

ilbancone 牡バンコーネ乙男
カウンター唖売り台

labanda烏牡バンダ乙女
訓非正規軍阿隊唖組唖団 群楽団唖バンド

labanda羽牡バンダ乙女
訓縞姶しま逢模様唖帯
群姶宗教行列などで掲げられる逢旗
軍葵物茜スペクトルの帯唖バンド
●banda di frequenza 周波数帯

labandiera 牡バンディエーラ乙女 旗阿姶主義哀方
針などの逢旗印 ●bandiera bianca 白旗
●La bandiera italiana è verde, bianca
e rossa. イタリアの国旗は緑唖白唖赤だ亜
a bandiere spiegate 堂々と阿決然と
alzare la bandiera 旗幟姶きし逢鮮明にする
cambiare 旭mutare葦bandiera 意見を変
える阿寝返る

ilbandito, labandita 牡バンディート唖タ乙
男唖女 山賊阿悪党

ilbanditore, labanditrice 牡バンディトー
レ唖トリーチェ乙男唖女

訓葵歴茜布告を読み上げる人 群競売人
ilbando 牡バ ン ド乙 男 訓布告阿告示阿令

●bando di concorso 公募の告示
群追放阿流刑

ilbar烏 牡�bar バール乙男

喫茶店阿スナックバー
●Ogni mattina prendo un caffè al bar.
毎朝喫茶店でコーヒーを飲む亜

bar 事情

bar で caffè といえばエスプレッソ espres-
so 姶caffè normale逢を指したが唖今では
caffè のみではバリスタ barista に norma-
le? と確認されるほど様々な注文方法がある亜
少量の酒入り corretto唖カフェイン抜き de-
ca 姶decaffeinato逢唖濃いめ ristretto唖薄め
lungo唖熱め caldo唖ぬるめ tiepido唖ガラ
スのカップ入り in vetro と選べる亜テイクア
ウト da asporto は忙しい人に需要がある亜
カフェラッテ caffellatte も唖牛乳を泡立て
ない senza schiuma や唖ダブルサイズ
doppio 姶in tazza grande逢唖豆乳を使った
con latte di soia など好みで注文できる亜
おなじみのカプチーノ cappuccino にもカ
フェイン抜きや豆乳入りが選べる亜夏にはアイ

スコーヒー caffè freddo や唖氷とシェーク
した shakerato も選べる亜
caffè を注文する際は un caffè とだけ言え
ばよい亜正しい表現である Una tazza di
caffè, per favore. は実際の bar では滅多
に使われない亜

labara 牡バーラ乙女 棺姶ひつぎ逢唖棺桶姶かんおけ逢
labaracca 牡バラッカ乙女 厩複 baracche浦
バラック唖小屋

ilbarattolo 牡バラットロ乙男 姶円筒形の保存用

の逢瓶姶びん逢阿その中身
labarba 牡バルバ乙女 訓姶頬と顎姶あご逢の逢ひげ

●portare la barba ひげを生やしている

● farsi la barba 姶自分の逢ひげを剃姶そ逢る
群退屈 類義 noia

in barba a ... …をだまして
Che barba! うんざり!俺退屈だ!

far venire la barba 姶bianca逢うんざり
旭退屈葦させられる

labarbabietola 牡バルバビエートラ乙女
葵植茜ビート ●barbabietola da zucchero
テンサイ唖サトウダイコン

Barbara 牡バルバラ乙固名
厩女性名浦バルバラ

barbara →barbaro

labarbarie 牡バルバーリエ乙女 厩不変浦
訓野蛮唖未開 群残酷姶な行為逢

barbaro 牡バルバロ乙形 訓姶古代ギリシャ哀ロ

ーマにとって逢外国の唖異邦の
群未開の唖野蛮な阿残酷な唖残虐な
因 ilbarbaro, labarbara 男唖女

訓野蛮人唖未開人
群姶古代ギリシャ哀ローマ人にとって逢異邦人

ilbarbiere, labarbiera 牡バルビエーレ唖ラ乙
男唖女 散髪屋阿理容師

labarca烏牡バルカ乙女 小船阿小船の積み荷
●barca a motore モーターボート

labarca羽牡バルカ乙女 姶物を積み重ねた逢山唖堆
積阿〈una barca di ...〉 大量の…
●Ho speso una barca di soldi. 大金を費
した亜
●una barca di problemi 大量の問題

ilbardolino 牡バルドリーノ乙男
バルドリーノ姶ヴェネト地方の辛口赤ワイン逢

labarella 牡バレッラ乙女
訓担架
群手押し車

barese 牡バレーゼ旭セ葦乙形 バーリ姶の人逢の
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因 il姶la逢barese 男女 バーリの人

Bari 牡バーリ乙固名 姶女逢バーリ姶プーリア州の
州都阿略 BA逢

ilbarile 牡バリーレ乙男 訓樽姶たる逢阿一樽の量
群バレル姶石油の容量単位: 158.98リット
ル逢

il姶la逢barista 牡バリスタ乙男女 厩男複 baristi唖女
複 bariste浦訓姶喫茶店の逢カウンター係阿バ
ーテンダー ●Faccio il barista. 私はバー
テンダーだ亜群喫茶店の経営者旭支配人葦

ilbarocco 牡バ ロ ッ コ乙 男 厩複 barocchi浦
葵芸茜バロック唖バロック様式

因 barocco 形 厩女 barocca唖男複 ba-
rocchi唖女複 barocche浦
訓バロックの唖バロック様式の
群技巧的な唖装飾的な阿奇異な

ilbarone 牡バローネ乙男
訓男爵 群姶各界の逢勢力家

labaronessa 牡バロネッサ乙女
訓男爵夫人唖男爵令嬢 群貴婦人

labarricata 牡バッリカータ乙女
バリケード阿妨害物

labarriera 牡バッリエーラ乙女
訓柵唖フェンス
群障害物阿バリア
軍葵スポ茜姶サッカーで唖フリーキックから守る逢

選手の壁
labarzelletta 牡バルゼッレッタ乙女
訓笑い話阿冗談阿小話
群些細なこと唖取るに足りないこと

basare 牡バザーレ乙他
臼su, に渦基礎を置く唖基盤を置く

因 basarsi 再 臼su, に渦基づく
labase 牡バーゼ乙女
訓土台唖基礎唖根拠唖基本
●base di matematica 数学の基礎
群基地
●base navale 旭aerea葦海旭空葦軍基地
軍姶政党や組織の逢構成員唖支持母体
郡葵スポ茜姶野球の逢塁
卦姶化粧の逢ファンデーション

a base di ... …を基旭基材葦にした
●È un piatto a base di carne. 肉を使った
料理です亜

in base a ... …に基づいて
因 base 形 厩不変浦基礎の唖基本の

ilbaseball 牡ベズボル唖ベイズボウル乙男 厩不変浦
葵英茜野球

イタリア野球

イタリアにも野球 baseball のプロリーグが
ある亜野球用語も唖ピッチャー lanciatore唖
ホームラン fuoricampo唖などのようにイタ
リア語化されている亜

labasetta 牡バゼッタ乙女 厩複数で浦もみあげ
labasilica 牡バズィーリカ乙女 厩複 basiliche浦
バジリカ聖堂姶由緒ある教会に与えられた称
号逢阿大聖堂

laBasilicata 牡バジリカータ乙固名 姶女逢バジリ
カータ州姶イタリア南部の州阿州都 Potenza逢

ilbasilico 牡バズィーリコ乙男 厩複 basilichi浦
葵植茜バジリコ唖バジル

ilbasket 牡バスケト乙男 厩不変浦葵英茜バスケッ
トボール 類義 pallacanestro

Bassano 牡バッサーノ乙固名
バッサーノ姶イタリアの画家の一族逢

basso 牡�basso バッソ乙

形 Ⅰ低い
Ⅱ浅い
Ⅲ姶声が逢小さい唖低い
Ⅳ姶程度哀品質が逢悪い
Ⅴ厩比喩的に浦下のほうの

副 下方に唖小声で
男 下部阿低音

形 Ⅰ低い
訓姶高さが逢低い
●persona bassa 旭uomo basso葦背の低い
人

●con gli occhi bassi 目を伏せて
群姶程度が逢低い
● stipendio basso 安月給
●prezzi bassi 低価格
●pressione bassa 低血圧
●bassa stagione 旅行者が少ない時期唖オフ
シーズン

Ⅱ姶川などが逢浅い
●bassa marea 干潮
Ⅲ姶声や音が逢低い唖落ち着いた阿かすかな唖
弱い ●parlare a bassa voce 小声で話す
Ⅳ姶程度哀品質が逢悪い
訓下層の唖下級の ●bassa qualità 低品
質唖粗悪 ●classi basse 下層階級
群卑しい唖下賎姶げせん逢な
●azione bassa 悪行
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Ⅴ厩比喩的に浦下のほうの
訓低地の唖下の ●Paesi Bassi オランダ
群南部の ●Bassa Italia 南部イタリア
軍後期の唖末期の
●Basso Medioevo 中世後期
因 basso 副

訓下に唖下の方に阿低空を
●volare basso 低空飛行する
群小声で ●parlare basso 小声で話す

因 ilbasso 男

訓低い位置旭場所葦阿下唖下部
群葵音茜低音姶部逢唖バス唖コントラバス

cadere in basso 堕落する阿落ちぶれる

da basso俺dabbasso 下で
guardare ... dall’alto in basso …を見下
す唖軽蔑する

ilbassofondo 牡バッソフォンド乙男 厩複 bas-
sifondi, bassofondi浦訓海の浅瀬
群厩複数で浦貧民街唖スラム街阿貧民層

ilbassotto 牡バッソット乙男 ダックスフント

basta 牡バスタ乙間 もうたくさん阿いい加
減にしなさい阿もう結構です →bastare
●Basta con le chiacchiere! おしゃべりは
やめなさい亜
●Basta discussioni! 言い合いはやめなさ
い亜

Basta così, grazie. もうこれでいいです亜

bastardo 牡バスタルド乙形
訓私生児の 群雑種の
因 il bastardo, la bastarda 男唖女

訓私生児 群雑種 軍恩口温ろくでなし唖
嫌なやつ ●Sei veramente 姶un逢bastar-
do! お前は本当に最低なやつだ亜

bastare 牡バスターレ乙自 姶助動 essere逢
足りる唖十分である
●Basterebbe un’ora. 1時間みておけば十
分でしょう亜
●Ti basteranno 100 euro? 100ユーロで
足りるか?

因 bastare 非人称

〈bastare 不定詞 旭che 接続法葦〉 …する
だけでよい唖…すれば済む
●Basta chiedere il numero di telefono.
電話番号を聞くだけでいい亜
●Basta che tu me lo dica. 私に言ってく

れたらいいんだ亜

ilbastimento 牡バスティメント乙男
大型の貨物船

ilbasto 牡バスト乙男
姶ロバなどにつける木製の逢荷鞍姶にぐら逢

bastonare 牡バストナーレ乙他
姶棒で逢を打つ唖叩く
因 bastonarsi 再 棒で叩き合う

ilbastoncino 牡バストンチーノ乙男
姶箸姶はし逢のような逢棒阿厩複数で浦箸

ilbastone 牡バストーネ乙男
訓棒阿杖姶つえ逢

群姶精神的哀物理的な逢支え唖援助姶者逢
軍大型の長いパン

labattaglia 牡バッタッリァ乙女
訓戦い唖戦闘
群対立唖食い違い

ilbattello 牡バッテッロ乙男
小型の汽船阿ポンポン蒸気

battere 牡バッテレ乙他
訓 を打つ唖叩く
●battere le mani 拍手する
●battere i tappeti カーペットをはたく
群姶体の一部逢をぶつける唖突き当てる
●Ho battuto la schiena cadendo.
転んで背中を打った亜

軍 を打ち負かす唖に勝つ唖を圧倒する
●battere ... in una gara 競争で…に勝つ
郡姶キーボードで逢を書く
●battere una relazione al computer
レポートをパソコンで書く

因 battere 自

訓臼su, a, を渦打つ阿鳴る ●La grandine
batte sui tetti. 雹姶ひょう逢が屋根を打つ亜
●battere alla porta ドアをノックする
●Mi batte il cuore. 胸がどきどきする亜
群臼contro, に渦ぶつかる唖突き当たる
●battere la testa contro il muro 壁に頭

からぶつかる

battere in ritirata 退散する
in un batter d’occhio 瞬く間に
因 battersi 再 戦う阿戦い合う

labatteria 牡バッテリーア乙女
訓電池唖バッテリー
●batteria solare 太陽電池
群姶道具など逢一式唖一揃い
●una batteria di pentole 鍋一式
軍葵音茜打楽器阿パーカッション唖ドラムス
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いきる 旭生きる葦vivere
生きている essere vivo

いく 旭行く葦

訓 andare ●サッカーを見に行きます亜Vado
a vedere la partita 姶di calcio逢.
群姶相手の所へ逢venire 今から行っても

いいですか亜Posso venire 姶da te逢ora?
軍姶去る逢andarsene

そろそろ行くよ亜Ora me ne vado.
いくつ 旭幾つ葦quanto; 姶何歳逢quanti anni

何歳ですか亜Quanti anni hai?
いくら 旭幾ら葦姶数量哀価格逢quanto ●いくら…

しても per quanto 接続法 , quantunque
接続法 ●いくら働いても疲れない亜Per quan-
to lavori non mi stanco.

いくらですか? Quanto costa?
姶全部で逢いくらですか? Quant’è?

いけ 旭池葦stagno 男 ; 姶庭園の逢laghetto 男

いけない 姶悪い逢cattivo; 姶正しくない逢ingiu-
sto, sbagliato

禁止哀義務の表現 易…いけない椅

補助動詞 dovere の後に動詞の不定詞を置く
ことで 易義務椅を唖否定文では 易禁止椅易不要椅

姶…しなくてよい逢を表す亜
●Devo telefonare subito. 私はすぐに電
話をしなければならない亜
●Non devi fumare qui. ここでタバコを
吸ってはいけない亜

bisognare は常に3人称単数で用い唖易姶人は

一般的に逢…しなければならない椅という意味

になる亜
●Bisogna rispettare la legge. 法律は守
らなくてはならない亜

いけばな 旭生け花葦 ikebana 男 , arte di di-
sporre i fiori 女

いけん 旭意見葦 opinione 女 ; 姶忠告逢consi-
glio 男

いご 旭以後葦姶今後逢d’ora in poi; 姶その後逢do-
po, da allora in poi
いさましい 旭勇ましい葦 coraggioso, impa-
vido; 姶雄々しい逢virile
いし 旭石葦pietra 女 ; 姶小石逢sasso
いし 旭意志葦volontà 女

●意志が強い avere una forte volontà
●意志が弱い avere una volontà debole

いじ 旭維持葦姶保存管理逢manutenzione 女 ;
姶治安哀体制の逢mantenimento 男

維持する mantenere
いじ 旭意地葦ostinazione 女 意地の悪い

cattivo, malizioso …すると意地を張る

ostinarsi a 不定詞 ●彼はここに残ると意地を

張る亜Si ostina a rimanere qui.
いしき 旭意識葦 coscienza 女 , sensi 男複

●意識を回復する riprendere coscienza
意識的に coscientemente

いじめ 旭苛め葦bullismo 男

苛める maltrattare
いしゃ 旭医者葦 medico 男 , dottore姶ressa逢
男 姶女逢

いじゅう 旭移住葦 migrazione 女 ; 姶国 外逢

emigrazione 女

移住する migrare; 姶他国から逢immigrare,
姶国外へ逢emigrare
いしょう 旭衣装葦vestiti 男複 ; 姶舞台逢costumi
男複

いじょう 旭以上葦姶数量逢più di, sopra, al di
sopra di; 姶程度逢superiore 臼a渦
以上の 姶上述の逢suddetto, sopraccitato

いじょう 旭異常葦 異常な anormale, inso-
lito; 姶稀な逢straordinario
いじわるな 旭意地悪な葦malizioso, cattivo
いす 旭椅子葦 sedia 女 ; 姶ベ ン チ逢panchina
女 ; 姶ソファ逢divano 男 ; 姶アームチェア逢pol-
trona 女 →次ページのイラスト

いずみ 旭泉葦sorgente 女 , fontana 女

いぜん 旭以前葦prima, una volta
いそがしい 旭忙しい葦occupato, impegnato
いそぐ 旭急ぐ葦affrettarsi, sbrigarsi 急い

でいる avere fretta, avere premura
いた 旭板葦 tavola 女 , asse 女 ; 姶金属の逢la-
stra 女

いたい
旭痛い葦sentire dolore 臼a渦, avere
un dolore 臼a渦

●歯が痛い avere mal di denti
いだい 旭偉大葦 偉大な grande
いたずら 旭悪戯葦 scherzo 男 , birichinata
女 悪戯好きな scherzoso, birichino
いたみ 旭痛旭傷葦み葦dolore 男

決痛み止め analgesico 男

いたむ 旭痛む葦姶体が逢dolere 臼a渦, fare male
臼a渦; 姶心が逢addolorarsi
いためる 旭痛める葦姶体を逢ferirsi, farsi male;
姶心を逢patire
いためる 旭炒める葦soffriggere
イタリア Italia 固名 姶女逢
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イタリアの italiano
決イタリア共和国 Repubblica Italiana
固名 姶女逢イタリア語 italiano 男 イタリア人

italiano姶a逢男 姶女逢イタリア半島 Penisola
Italiana 固名 姶女逢

いち 旭一哀1葦uno 男 ●1番目の primo
いち 旭位置葦posizione 女 , situazione 女

いちおう 旭一応葦姶ざっと逢grosso modo; 姶と
にかく逢comunque; 姶念のために逢per mag-
gior sicurezza; 姶さしあたり逢per ora
いちがつ 旭一月葦gennaio 男

いちご 旭苺葦fragola 女

いちど 旭一度葦una volta
●もう一度 ancora una volta
いちば 旭市場葦mercato 男

いちばん 旭一番葦il numero uno 男 ; 姶順位逢il
primo posto 男 ; 姶人逢il姶la逢primo姶a逢男

姶女逢, il migliore 男

いちぶ 旭一部葦姶部分逢una parte 女 ; 姶一冊逢

una copia 女

いちめん 旭一面葦un aspetto 男 ; 姶辺り一帯逢

tutto intorno; 姶新聞の逢la prima pagina 女

いちりゅう 旭一流葦 一流の di prima clas-
se, di prima categoria
いつ quando; 姶何時に逢a che ora
●いつから da quando
●いつまで fino a quando俺fin quando

●いつまでに per quando
いつか 姶将来逢un giorno; 姶過去逢in passato,
l’altro giorno
いっかい 旭一回葦una volta 女

●週一回 una volta alla 旭la葦settimana
いっさい 旭一切葦 tutto 男 一 切 … な い

non ... per niente ●彼旭彼女葦は一切働かない亜

Non lavora per niente.
いっしゅ 旭一種葦●一種の… una specie di ...
いっしゅう 旭一周葦un giro 男

一周する fare un giro
いっしゅん 旭一瞬葦un momento 男 , un at-
timo 男 ●一瞬にして in un istante
いっしょ 旭一緒葦 一緒に insieme
●私旭君葦と一緒に con me 旭te葦
いっしょう 旭一生葦una vita 女 , tutta la vi-
ta
いっしょうけんめい 旭一生懸命葦sodo, forte,
con impegno
いっせい 旭一斉葦 一斉に 姶同時に逢simulta-
neamente, contemporaneamente; 姶一緒

に逢tutt’ insieme
いっそ piuttosto ●いっそ…した方がよい

preferire di gran lunga 不定詞

いっそう 旭一層葦ancora di più, di più
いっち 旭一致葦 coincidenza 女 ; 姶見 解 の逢

concordanza 女 一致する coincidere

611 いっちseicentoundici

い

い す



臼con渦, corrispondere 臼a渦
決全員一致で di concerto
いってい 旭一定葦 一定の fisso, costante
いつでも in qualsiasi momento ●いつで

も好きな時に quando vuole, quando vuoi
いっぱい 旭一杯葦訓姶充満逢pieno 臼di渦
群姶コップ一杯の…逢un bicchiere di ...
●コーヒー一杯 una tazza di caffè 男

いっぽう 旭一方葦 姶始 め の 一 つ逢l’uno姶a逢男

姶女逢; 姶他方逢l’altro姶a逢男 姶女逢

いつまでも per sempre

いつも 訓姶常に逢sempre

●夏にはいつも海に行く亜Vado sempre al
mare in estate.
群姶普段は逢di solito ●夜はいつもテレビを見

ています亜La sera di solito guardo la tele-
visione.
いつもの il solito ●いつものように come

al solito ●いつものこと solite cose
いと 旭糸葦filo 男 ; 姶釣り糸逢lenza 女

いと 旭意図葦intenzione 女 意図する in-
tendere 意図的な intenzionale
いど 旭井戸葦pozzo 男

いどう 旭移動葦spostamento 男 移動させ

る spostare 移動する spostarsi
いとこ 旭従兄弟旭姉妹葦葦cugino姶a逢男 姶女逢

いない 旭以内葦姶期間逢entro, in
いなか 旭田舎葦campagna 女 ; 姶故郷逢paese
nativo 男 , città natale 女

いぬ 旭犬葦cane 男 ; 姶雌逢cagna 女

いね 旭稲葦pianta di riso 女

いのち 旭命葦vita 女

いのり 旭祈り葦preghiera 女 , augurio 男

いのる 旭祈る葦pregare; 姶望む逢augurare
いばる 旭威張る葦 essere molto orgoglioso
臼di渦, essere presuntuoso
いはん 旭違反葦 trasgressione 女 , contrav-
venzione 女

違反する trasgredire, contravvenire
いびき 旭鼾葦 いびきをかく russare
いふく 旭衣服葦abiti 男複 , vestiti 男複

いま 旭今葦adesso, ora

決今さら ormai 今しがた or ora, un atti-
mo fa 今まで finora
いま 旭居間葦soggiorno 男

いまごろ 旭今頃葦adesso, a quest’ora
いみ 旭意味葦significato 男 , senso 男

意味する significare, volere dire

いみん 旭移民葦訓姶他国へ逢emigrazione 女 ;
姶他国から逢immigrazione 女 群姶人逢emi-
grante 男女 ; 姶他国から逢immigrante 男女

移民する emigrare, immigrare
イメージ immagine 女

いも 旭芋葦patata 女 ; 姶さつま芋逢patata dol-
ce 女

いもうと 旭妹葦sorella 姶minore逢女

いや 旭否葦no
いやがる 旭嫌がる葦 non avere voglia di

不定詞 , non volere 不定詞

いやしい 旭卑しい葦姶下劣な逢ignobile; 姶身分が逢

umile, basso
いやらしい 旭嫌らしい葦姶不快な逢schifoso; 姶淫
らな逢osceno
いよいよ finalmente
いよく 旭意欲葦volontà 女

いらい 旭依頼葦 domanda 女 , richiesta 女

依頼する domandare, chiedere
決依頼人 cliente 男女 , richiedente 男女

いらい 旭以来葦da, dopo ●…して以来 dopo
che 直説法 ●彼女が結婚して以来 dopo che
si è sposata
いらいら 旭苛々葦 苛々する avere i nervi
姶a fior di pelle逢, innervosirsi
いらっしゃい

Benvenuto!; 姶店員が逢Desidera?
いりぐち 旭入り口葦entrata 女 , ingresso 男

いりょう 旭衣料葦vestiti 男複 , abiti 男複

いる 旭要る葦姶必要とする逢aver bisogno 臼di渦;
姶必要である逢bisognare, essere necessario

いる 旭居る葦

訓姶存在する逢essere, esserci
●けが人がいます亜Ci sono dei feriti.
群姶場所にいる逢trovarsi ●私の母は日本にい

ます亜Mia madre si trova in Giappone.
軍姶居住する逢vivere
いるい 旭衣類葦abbigliamento 男 , vestiario
男

いれもの 旭入れ物葦 recipiente 男 , conteni-
tore 男

いれる 旭入れる葦訓mettere 臼in渦; 姶挿入する逢

inserire 臼in渦 群姶スイッチを逢accendere
軍姶飲み物を逢fare, preparare; 姶注ぎ込む逢

versare 郡姶入らせる逢fare entrare; 姶許可を
与えて逢ammettere 卦姶含める逢includere
いろ 旭色葦colore 男

いろいろ 旭色々葦
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いろいろな vario, diverso ●いろいろな交

通手段 diversi mezzi di trasporto
いわ 旭岩葦roccia 女

いわい 旭祝い葦姶祝うこと逢celebrazione 女 ,
felicitazioni 女複 ; 姶祝祭逢festa 女

いわう 旭祝う葦姶式などを挙げて逢celebrare,
festeggiare; 姶言葉で逢congratularsi 臼per渦,
felicitarsi 臼per渦
いわし 旭鰯葦sardina 女

いわば 旭言わば葦per così dire
いわゆる cosiddetto
インク inchiostro 男

いんさつ 旭印刷葦stampa 女

印刷する stampare
いんしょう 旭印象葦impressione 女

●印象に残る rimanere impresso
インスタント インスタントの istantaneo
インストール installazione 女

インストールする installare
インターネット Internet 女

インターン tirocinio 男 ; 姶実 習 生逢inter-
no姶a逢男 姶女逢

インタビュー intervista 女

インタビューする intervistare
インテリ intellettuale 男女

インテリア arredamento 男

インド India 固名 姶女逢 インドの indiano
決インド洋 Oceano Indiano 男

イントネーション cadenza 女 , intonazio-
ne 女

インドネシア Indonesia 固名 姶女逢

インドネシアの indonesiano
決インドネシア語 indonesiano 男

インフォメーション informazione 女 ;
姶案内所逢ufficio 姶d’逢informazioni 男

インプット input 男 , entrata 女 , introdu-
zione dei dati 女

インプットする introdurre, immettere
インフラ infrastruttura 女

インフルエンザ influenza 女

インフレ inflazione 女

いんよう 旭引用葦citazione 女

引用する citare
ウイスキー whisky 男

ウール lana 女

うえ 旭上葦

訓姶上部逢parte superiore 女

●上半身 parte superiore del corpo
群姶上の唖上の方の逢superiore

軍姶上に逢su, sopra ●テーブルの上にお金を置

いた亜Ho lasciato i soldi sulla tavola.
郡姶上から逢dall’alto
ウエーター cameriere 男

ウエート peso 男 決ウエートリフティング

sollevamento pesi 男

ウエートレス cameriera 女

うえき 旭植木葦pianta 女 決植木鉢 vaso 男

うえる 旭植える葦piantare
うがい 旭嗽葦gargarismo 男

うがいする fare i gargarismi
うかぶ 旭浮かぶ葦訓姶物が逢galleggiare
群姶考えが逢venire in mente 臼a渦
うく 旭浮く葦fluttuare, galleggiare
うけいれる 旭受け入れる葦accettare
うけつぐ 旭受け継ぐ葦ereditare
うけつけ 旭受付葦訓姶行為逢accettazione 女 ,
ricevimento 男 群姶場 所逢reception 女

軍姶係哀人逢receptionist 男女

うけつける 旭受け付ける葦 accettare, riceve-
re
うけとり 旭受取葦ricevimento 男

うけとる 旭受け取る葦ricevere
うけみ 旭受け身葦 posizione difensiva 女 ;
姶文法逢forma passiva 女

うける 旭受ける葦姶もらう逢ricevere; 姶取得逢ot-
tenere; 姶損害などを逢subire
●試験を受ける dare l’esame
うごかす 旭動かす葦訓姶物を逢muovere, spo-
stare; 姶機械を逢manovrare
群姶心を逢commuovere
うごき 旭動き葦 movimento 男 , moto 男 ;
姶動向逢tendenza 女

うごく 旭動く葦姶移動逢muoversi; 姶作動逢fun-
zionare; 姶行動逢agire, lavorare
うさぎ 旭兎葦coniglio 男 ; 姶野兎逢lepre 女

うし 旭牛葦姶雄逢bue 男 姶複 buoi逢; 姶子牛逢vi-
tello 男 ; 姶雌逢mucca 女 ; 姶闘牛逢toro 男

うしなう 旭失う葦perdere
うしろ 旭後ろ葦訓 dietro 男 ●後ろ向きに in-
dietro 群姶後ろの逢di dietro, posteriore
軍姶…の後ろに逢dietro di ... ●私は彼の後ろに

隠れた亜Mi sono nascosto dietro di lui.
うすい 旭薄い葦姶厚みが逢sottile; 姶色が逢chiaro;
姶濃度が逢leggero
うすめる 旭薄める葦allungare, diluire
うそ 旭嘘葦bugia 女 , menzogna 女 ●嘘をつ

く dire bugie, mentire 決嘘つき bugiar-
do姶a逢男 姶女逢, bugiardello姶a逢男 姶女逢

うた 旭歌葦canzone 女 ; 姶歌曲逢canto 男
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名詞

名詞は男性名詞と女性名詞とに区別され唖複数形を持つものは語尾を変化させます亜原則として唖単数

形が -o で終わる名詞は男性唖-a で終わる名詞は女性です亜また唖単数形が -e で終わる名詞は唖かた

ちのうえから男女を見分けることはできないので唖それらの性は個別に確認しなければなりません亜

ただし唖すべての名詞に上記の規則があてはまるわけではありません亜主な例外は以下の通りです亜

1逢男女同形：parente 易親戚椅唖insegnante 易教師椅唖artista 易芸術家椅唖pigiama 易パジャマ椅な

ど亜

2逢-a で終わる男性名詞：poeta 易詩人椅唖problema 易問題椅唖cinema 易映画館椅など亜

3逢-o で終わる女性名詞：mano 易手椅など亜

4逢語尾が子音あるいはアクセント記号がついた母音である場合亜sport 易スポーツ椅姶男性逢唖film 易映

画作品椅姶男性逢唖caffè 易コーヒー椅姶男性逢唖martedì 易火曜日椅姶男性逢唖università 易大学椅姶女性逢唖

virtù 易美徳椅姶女性逢など亜これらの名詞の複数形は唖単数と同形です亜

また唖男性名詞の語尾を変えることで女性名詞がつくられる場合もあります亜以下にいくつか例を挙げ

ます亜

nonno 祖父 ― nonna 祖母
attore 俳優 ― attrice 女優
studente 学生 ― studentessa 女子学生
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単数 複数

男性名詞 姶-o逢 libro 易本椅 libri
男性名詞 姶-e逢 limone 易レモン椅 limoni
女性名詞 姶-a逢 rivista 易雑誌椅 riviste
女性名詞 姶-e逢 chiave 易鍵椅 chiavi

名詞…p.726

冠詞…p.727

冠詞前置詞…p.728

形容詞…p.729

副詞…p.730

比較級哀最上級…p.731

代名詞…p.733

所有形容詞哀所有代名詞…p.735

指示形容詞哀指示代名詞…p.736

動詞…p.737

動詞の時制姶直説法逢…p.738

現在分詞と過去分詞…p.740

過去分詞の一致…p.740

疑問文…p.741

再帰動詞哀代名動詞…p.742

非人称の表現…p.743

動詞の法…p.744

仮定文…p.747

代名小辞 ci と ne…p.748

関係代名詞…p.749

ジェルンディオ…p.750

使役動詞 fare哀放任動詞 lasciare

…p.750

受動態…p.751
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冠詞

冠詞には定冠詞唖不定冠詞唖部分冠詞があります亜それぞれ唖次表のように変化します亜

1逢不定冠詞は易ある椅唖易ひとつの椅を意味し唖話者の間にまだ了解がなされておらず唖事物が不特定で

あることを表します亜

2逢定冠詞は易その椅を意味し唖話者の間にすでに了解がなされており唖事物が特定されていることを表

します亜

3逢部分冠詞は易いくらかの椅あるいは易いくつかの椅を意味し唖漠然とした量または数を表します亜数え

られない名詞は単数に唖数えられる名詞は複数にして唖前置詞 di と定冠詞の結合形姶冠詞前置詞の項

参照逢で表します亜

727 文法解説
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単数

男性名詞姶子音愛母音逢 un libro, un amico
男性名詞

姶s+子音 愛z 愛gn 愛pn 愛ps 愛x逢
uno psicologo

女性名詞姶子音逢 una rivista
女性名詞姶母音逢 un’amica

単数 複数

男性名詞姶子音逢 il libro i libri
男性名詞

姶s+子音 愛z 愛gn 愛pn 愛ps 愛x逢
lo studente
lo psicologo

gli studenti
gli psicologi

男性名詞姶母音逢 l’amico gli amici
女性名詞姶子音逢 la rivista le riviste
女性名詞姶母音逢 l’amica le amiche

いくらかの いくつかの姶何人かの逢

男性名詞姶子音逢 del vino dei libri
男性名詞

姶s+子音 愛z 愛gn 愛pn 愛ps 愛x逢
dello spumante

degli studenti
degli psicologi

男性名詞姶母音逢 dell’olio degli amici
女性名詞姶子音逢 della birra delle riviste
女性名詞姶母音逢 dell’acqua delle amiche
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接辞表

接辞表
接頭辞表

接頭辞 意 味 例

a-,
an-＋母音

葵ギ茜易不足椅易欠如椅易否定椅の意 amorale 道徳観念のない
analcolico ノンアルコー
ルの

a-,
ad-＋母音

動詞を作る易方向椅易接近椅易強調椅などの意 avvicinare 近づける
adoperare 使用する

ante- 易前椅易以前に椅の意 antenato 先祖唖祖先

anti- 易反対椅易対抗椅の意 antibiotico 抗生物質
anti- 姶時間的哀空間的に逢易前の椅易先の椅の意 antipasto 前菜唖antico 大

昔の

auto- 易自動の椅易自己の椅易自動車の椅の意 automatico 自動の
autografo 直筆の
autobus バス

bi- 易二つの椅易2倍の椅易二重の椅などの意 bicicletta 自転車
capo- 易先頭に立つ椅易指揮する椅易傑出した椅易端唖始まり椅

などの意

capoufficio 所長
capolavoro 傑作
capolinea ターミナル

circon- 易周囲椅易近く椅などの意 circostanza 状況
co姶n逢- 易結合椅易共同椅易同時椅などの意 coincidere 一致する

collaborare 協力する
consenso 合意

contra- 易対立椅易反対椅の意 contraddire 反対する
contro- 易反論椅易反発椅の意 contropiede 反撃
contro- 易逆椅易反対方向椅の意 controcorrente 逆流
de- 易下降椅易分離椅易否定椅易除去椅の意 decadere 衰える

decollare 離陸する
di- 易上から下への動き椅の意 diminuire 減らす
di- 易否定椅の意 disperare 絶望する
di- 易強調椅の意 dimostrare 明らかにする
di- 名詞唖形容詞派生の動詞を作る姶少数の語は de- に

変わる逢

dimagrire やせる

dis- 易変質椅易異常椅易不足椅の意 disattento 不注意な
dis- 易分離椅易否定椅易反対椅の意 disarmare 武装を解除する
ego- 易自分椅易自分自身椅の意 egocentrico 自分本位な
es- 易排除椅易分離椅易由来椅易剥奪椅易強調椅の意 esaurire 使い果たす

escludere 締め出す
esprimere 表現する
esagerare 誇張する

eso- 易外側の椅易外に椅の意 esotico 異国の
estro- 易外に椅易外の椅の意 estrarre 引き抜く
fra- 易間に椅の意 frattanto その間に
in- 易…の中へ椅の意 姶b, m, p の前で im-, l, r の前で

il-, ir-逢
includere 含める
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動詞変化表

essere

直説法

人称 現在 近過去 半過去 大過去

io sono sono stato旭a葦 ero ero stato旭a葦

tu sei sei stato旭a葦 eri eri stato旭a葦

lui愛lei è è stato旭a葦 era era stato旭a葦

noi siamo siamo stati旭e葦 eravamo eravamo stati旭e葦

voi siete siete stati旭e葦 eravate eravate stati旭e葦

loro sono sono stati旭e葦 erano erano stati旭e葦

直説法

人称 未来 先立未来 遠過去 先立過去

io sarò sarò stato旭a葦 fui fui stato旭a葦

tu sarai sarai stato旭a葦 fosti fosti stato旭a葦

lui愛lei sarà sarà stato旭a葦 fu fu stato旭a葦

noi saremo saremo stati旭e葦 fummo fummo stati旭e葦

voi sarete sarete stati旭e葦 foste foste stati旭e葦

loro saranno saranno stati旭e葦 furono furono stati旭e葦

接続法

人称 現在 過去 半過去 大過去

io sia sia stato旭a葦 fossi fossi stato旭a葦

tu sia sia stato旭a葦 fossi fossi stato旭a葦

lui愛lei sia sia stato旭a葦 fosse fosse stato旭a葦

noi siamo siamo stati旭e葦 fossimo fossimo stati旭e葦

voi siate siate stati旭e葦 foste foste stati旭e葦

loro siano siano stati旭e葦 fossero fossero stati旭e葦

条件法 命令法 不定法

人称 現在 過去 現在 不定詞

io sarei sarei stato旭a葦 単純形 essere

tu saresti saresti stato旭a葦 sii 複合形 essere stato旭a葦愛旭i葦愛旭e葦

lui愛lei sarebbe sarebbe stato旭a葦 sia 過去分詞 stato

noi saremmo saremmo stati旭e葦 siamo ジェルンディオ

voi sareste sareste stati旭e葦 siate 単純形 essendo

loro sarebbero sarebbero stati旭e葦 siano 複合形 essendo stato旭a葦愛旭i葦愛旭e葦
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